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2022年 7月 10日
ねん がつ と お か

年間第 15主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

ルカ福音書は、よく知られた「善きサマリア人」の話を伝えています。
ふくいんしょ し よ じん はなし つた

律法の専門家のイエスに対する問いかけは、これだけのことをすればこれだけの報いが
りっぽう せんもん か たい と むく

あるはずだという、例えば労働の対価としてそれに見合った報酬があるべきだというよ
たと ろうどう たい か み あ ほうしゅう

うな意味合いで、正義の実現として正しい問いかけではあります。しかし、神と私との
い み あ せい ぎ じつげん ただ と かみ わたし

関係の中では、これだけすればこれだけ報いがあるはずだ、という論理は通用しません。
かんけい なか むく ろん り つうよう

なぜならば、神を信じるとは、「自分自身を神にゆだね、神が真理そのものであるため、神
かみ しん じ ぶん じ しん かみ かみ しん り かみ

から啓示されたあらゆる真理に同意しながら、神ご自身に帰依すること」であって、そ
けい じ しん り どう い かみ じ しん き え

れはつまり神からの一方的な働きかけに身を任せることに他ならないからです。（カテ
かみ いっぽうてき はたら み まか ほか

キズムの要約２７）。
ようやく

神を信じることは、レストランでメニューから選択したら食事が出てくるような類いの
かみ しん せんたく しょく じ で たぐ

ことではなくて、神に帰依しているのですから、主体である神が望まれるように生きる
かみ き え しゅたい かみ のぞ い

ことであります。人生の様々な出会いの中で、神がどのように行動することをわたした
じんせい さまざま で あ なか かみ こうどう

ちに望まれるのかが問題であって、事前に用意されたメニューを選択することでは決し
のぞ もんだい じ ぜん よう い せんたく けっ

てありません。

見事な回答をした律法の専門家に対して、イエスは、「よく知っているではないか。それ
み ごと かいとう りっぽう せんもん か たい し

ではその神の望みを具体的に生きれば良い」と告げます。しかし律法の専門家は、事前
かみ のぞ ぐ たいてき い よ つ りっぽう せんもん か じ ぜん

に用意されたメニューにこだわります。隣人の範囲は一体どこまでなのかと問いかけて
よう い りんじん はん い いったい と

います。

善きサマリア人の話は、神が求められているいつくしみのおもいに心を動かされるこ
よ じん はなし かみ もと こころ うご

となく、自らが事前に選択した道をひたすらに歩む二人の姿と、神のいつくしみの心
みずか じ ぜん せんたく みち あゆ ふた り すがた かみ こころ

に動かされて、それを具体的に生きようとしたサマリア人の対比を描きます。
うご ぐ たいてき い じん たい ひ えが
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教皇ヨハネ・パウロ二世は回勅「いつくしみ深い神」に、神のいつくしみについて記
きょうこう に せい かいちょく ぶか かみ かみ しる

しています。

「いつくしみの本当の本来の意味は、ただ見ていること、どんなに深く同情を込めてで
ほんとう ほんらい い み み ふか どうじょう こ

あっても、・・・悪いことを見つめていることではなく、・・・世界と人間の中に実際に
わる み せ かい にんげん なか じっさい

ある悪いことからよいものを見出し、引き出し、促進するとき（6）」に表れます。
わる みい だ ひ だ そくしん あらわ

わたしたちに求められているあわれみ深い行動は、単にわたしたち自身の優しい性格に
もと ぶか こうどう たん じ しん やさ せいかく

よっているのではなくて、それは神ご自身の思い、張り裂けんばかりに揺さぶられてい
かみ じ しん おも は さ ゆ

る神のあわれみの心に、わたしたちが自分の心をあわせることによって促される行動
かみ こころ じ ぶん こころ うなが こうどう

です。

神ご自身は、ただ傍観者としてあわれみの心を持ってみているのではなく、自ら行動
かみ じ しん ぼうかんしゃ こころ も みずか こうどう

されました。自ら人となり、十字架での受難と死を通じて、ご自分のいつくしみを目
みずか ひと じゅう じ か じゅなん し つう じ ぶん め

に見える形で生きられました。そこに、最初から用意されていたメニューはありません。
み かたち い さいしょ よう い

いつくしみそのものである神は、その愛に基づいて、信じるものが隣人への愛に生きる
かみ あい もと しん りんじん あい い

ように促されます。一人ひとりの信仰者が促されると共に、教会は共同体としてそ
うなが ひと り しんこうしゃ うなが とも きょうかい きょうどうたい

の責務を担っています。
せき む にな

教皇ベネディクト 16世は、回勅「神は愛」に、「教会の全ての活動は、人間の完全な善
きょうこう せい かいちょく かみ あい きょうかい すべ かつどう にんげん かんぜん ぜん

を求める愛を表します。・・・愛とは、物質的な事柄も含めた、人間の苦しみと必要に
もと あい あらわ あい ぶっしつてき ことがら ふく にんげん くる ひつよう

こたえるために教会が行う奉仕を意味します」と記して、教会全体が組織的に神の愛
きょうかい おこな ほう し い み しる きょうかいぜんたい そ しきてき かみ あい

を具体化する行動を取るように促します。
ぐ たい か こうどう と うなが

わたしたち一人ひとりの生活での出会いを通じて、また教会の組織を通じて、神のいつ
ひと り せいかつ で あ つう きょうかい そ しき つう かみ

くしみの心のおもいを身に受けて、具体化して参りましょう。
こころ み う ぐ たい か まい


